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48．8グラムときわめてわずかなものにすぎない。

　特に，農家世帯や低所得階層あるいは郡部における畜産食品と果実類等の摂取量は，全国平均の摂取量

に比べて大幅に下回り，食生活の近代化，高度化とは，ほど遠い摂取水準にある。

　このように国民の食生活は，食糧消費の面で，良質蛋白質源となる畜産食品やビタミン源となる野菜，

果実類が不足しており，栄養的に不合理な点が多々残されている。

Ⅱ　各説

A　食品摂取量

1.　全国平均1人1日当たり食品摂取量

　昭和40年度の国民1人1日当たり食品群別摂取量は第4表のとおりである。

　近年における食糧消費の動向をみると，従来の日本人の食生活の特質とされていた穀類偏重の食事形態

から漸次抜け出しつつある傾向が認められるのであるが，昭和40年度の食品摂取量を昭和38年度のそれと

比較してみると，穀類が全体的に減少し，一方，油脂類，畜産食品および野莱類（緑黄色野菜も含む），果

実類の摂取の増加が目立っている。

　〔注〕年次別成績の検討は，前年度（39年）調査が11月に実施されたものであるため，38年5月成績と

の比較を行なった。

　　なお，年次推移の検討は各年次とも5月成績について，昭和32年以降について記述したが，これは

農家・非農家世帯別の分類集計が32年度から行なわれていることによるものである。

　（1）穀類

　米

　米類の1人1日当り摂取量は349.8gであり，昭和38年の摂取量と比較すると1.4％の減少を示した。

この摂取量は最近の10年間における最低を記録したのであるが，それでも摂取量の最も多かった昭和34年

の363．5gに比べてわずか13．7gしか減少していない。

　小麦類

　小麦類の摂取量は60.4gであり，昭和38年に比べて約5％の減少を示した。年次推移をみると米と同

様，実数では特に目立った増減はみられない。

　その他の穀類

　大麦を主とするその他の穀類の摂取量は8.3gであり，昭和38年に比べて-47％と大幅な減少を示し

た。年次推移では年々激減している食品である。

　（2）いも類

　いも類の摂取量は41.9gであり，昭和38年に比べて3.5％の減少となっている。年次推移は漸減の傾向

をたどっている。

　（3）砂糖類

砂糖類の摂取量は17．9gであり，昭和38年に比べて21.8％の増加を示した。年次推移をみると減少傾

向をたどる糖質性食品の中にあって，唯一の増加傾向を示す食品である。
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　第4表　　1人1日当り食品群別摂取量の推移（全国平均）　　（単位＝グラム）

　　年次
　　食品群別 32年　34年　36年　38年　40年　対38年比

　穀類

　米類

　小麦類

　その他の穀類

　いも類

　砂糖類

　油脂類

　豆類
　大豆・大豆製品

　その他の豆類

　緑黄色野菜

　その他の野菜・茸類

　果実類

　海草類

　動物性食品

　魚介類

　獣鳥鯨肉類

　卵類

　乳・乳製品

　（4）　油脂類

　油脂類の摂取量は10.2gであり，昭和38年に比較し，22．9％増加した。年次推移は，順調な増加傾向を

示しており,昭和40年の摂取量は，昭和32年の摂取量の2．5倍となっている。

　（5）　豆類

　豆類の摂取量は総量で69.6gであり，内訳をみると大豆及び大豆製品64.3g，その他の豆類は5.3gで

あり，大豆及び大豆製品は昭和38年に比べて3.5％とわずかながら増加しているものの，年次推移では，

この10年間に最も摂取差（増減）の小さい食品である。

　（6）　緑黄色野菜

　緑黄色野菜の摂取量は49.0gであり，38年に比べて25.0％とかなり大きな増加を示した。

年次推移では，昭和32年以降減少傾向にあっただけに本年の摂取増は目立っている。

　（7）　その他の野菜類

　その他の野菜の摂取量は170.4gであり，昭和38年にに比べて11.4％の増加であるが，32年年次

推移では特に大きな増減はみられない。

　（8）果実類

　果実類の摂取量は58.8gであり，昭和38年に比べて24.6％の増加となっている。年次推移をみると，順

調な増加題向を示している食品の1つであり，32年に比べて約2倍の摂取増である。

　（9）　動物性食品

　魚介類
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魚介類の摂取量は76.3gであり,昭和38年に比べて1．5％の減少を示している。年次推移は殆んど横ば

い状態である。

　獣鳥鯨肉類

　獣鳥鯨肉類の摂取量は29.5gであり,紹和38年のそれと比べ5.4％の増加である。年次別の摂取推移は，

比較的ゆるやかな増加傾向を示している。

　卵類

卵類の摂取量は35.2gであり,昭和38年に比べて22.2％の増加である。年次推移は畜産食品のうちで,

乳類に次いで大幅な増加を示している。

　乳類

　乳,乳製品の摂取量は57.4gであり,昭和38年のそれと比べると26．4％と全食品中最も大きな増加を示

した。年次別に摂取推移をみると畜産食品の中で最も増加率の大きい食品で昭和32年に比べて約3倍の摂

取増となっている。

2.　世帯業態別食品摂取量

　食品の摂取状況を農家，非農家別に比較してみると，近年,農家世帯の食生活は自家生産物の依存度が

年々低下して,購入割合が増大する傾向にあるが，消費者世帯に比べて食糧消費水準はまだかなり下回っ

た水準にある。第1図は，非農家世帯の食品摂取量を100とした場合の農家世帯の比率を示したものであ

るが，この図で明らかなとおり農家世帯が非農家世帯を上回って摂取しているのは，米その他の穀類，い

も類，砂糖類,緑黄色野菜，乾魚であり，油脂類，果実類，畜産食品等は非農家世帯の方が大幅に上回っ

ている。

　昭和40年の各種食品の摂取量について昭和32年以降の年次推移をみると次のとおりである。

（イ）農家世帯　 第1図　生産者世帯（a）と消費者世帯（b）の食品群別摂取比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a／b）　　　　　　 　　　　　（消費者世帯＝100〉

①　穀類　米の摂取量は微増の傾向を示して

いるが，小麦類は目立った増減はなく，横ば

いの状態にある。

　大麦を主とするその他の穀類については，

年々大幅に減少しており，昭和40年度の摂取

量は昭和32年の約1／5と激減を示している。

②　いも類　年々減少を示している。

③　油脂類　ゆるやかではあるが順調に増加

している。昭和40年の摂取量は昭和32年の約

3倍増となっている。

④豆類　大豆，大豆製品およびその他の豆

類ともに32年以降,特に大きな増減はなく横ばい状態である。

米　小麦　その他の穀類　いも類　砂糖　菓子　油脂　大豆　その他の豆類

緑黄色野菜　その他の野菜　果実　生魚　乾魚　獣鳥鯨肉類　卵　生乳　乳製品

⑤緑黄色野菜　年々減少の傾向にあったが，昭和40年度の摂取量は,62.8gで昭和38年に比べて37.1％

の増加を示した。

⑥その他の野菜類 年次推移をみると若干の増減はあるが,傾向としては，ほぼ横ぱい状態である。
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　⑦果実類　昭和38年まではゆるやかな増加傾向にとどまったが，昭和40年の摂取量は昭和38年に比べて

　69．2％と大幅な増加を示した。

　⑧魚介類　年次別に大差はないがこの1～2年は昭和32年頃の摂取量を若干上回っている。

　⑨獣鳥鯨肉類　獣鳥鯨肉類は,年々増加傾向をたどっている食品である。

　⑩卵類　卵類は，昭和32年以降，最も大きな増加を示している食品であり，昭和40年の摂取量は昭和32

年に比べて約3倍の増加を示している。

　⑪乳,乳製品　乳，乳製品の摂取量は，昭和38年までは伸び悩みの傾向にあったが,昭和40年は昭和38

　年に比べて，47．9％の大幅な増加率を示した。

　（ロ）非農家世帯

　①　穀類

　　米類　昭和34年以降は減少傾向をたどっている。

　　小麦類　目立った増減はなく，横ばいの傾向にあったが，昭和40年は昭和38年に比べて約10％下回っ

　た。

　　その他の穀類　年々大幅な減少を示しており，昭和40年の摂取量は,昭和32年に比べて約1／7となって

　いる。

　②　いも類　昭和36年頃までは横ばいを示したが，昭和38年,昭和40年は若干減少している。

　③　砂糖類　年々増加傾向を示しており,昭和40年の摂取量は,昭和38年に比べて19.4％の増加を示し

　た。

　④　油脂類　着実な増加傾向を示しており，昭和40年の摂取量は昭和32年に比べて約2倍となっている。

　⑤　豆類　農家世帯と同様昭和32年以降大豆，大豆製品およびその他の豆類ともに大きな増減はなく，

横ばい状態にある。

　⑥　緑黄色野菜　昭和32年以降大きな増減はみられなかったが，昭和40年の摂取量は昭和38年に比べて

18．2％の増加を示した。

⑦　その他の野菜類　昭和34年から38年にかけてわずかに減少を示したが，昭和40年は昭和38年に比べて

13．6％の増加を示した。

⑧　果実類　昭和32年以降増加傾向をたどり,昭和38年に若干停滞したが，昭和40年は昭和38年に比べ

て，11．5％の増加を示した。

⑨　魚介類　昭和32年以降大きな増減はな＜，横ばいの傾向を示している。

⑩　獣鳥鯨肉頚　ゆるやかではあるが漸増の傾向にあり，昭和40年の摂取量ほ昭和32年のそれと比較し，

約2倍となっている。

　卵類　獣鳥鯨肉類とほぽ同じような増加傾向を示しているが，昭和40年の摂取量ほ昭和38年のそれと比

べて，17.6％と，肉類を上回る増加を示した。

　乳，乳製品　昭和32年以降最も着実な増抑傾向を示す食品であり，昭和40年は昭和32年の約3倍であ

る。



（31）

第5表 食品群別摂取量の推移（農家世帯）　　　　（単位＝グラム）

　　年次
　　食品群別 32年　　　34年　　　36年　　　38年　　　40年　　　対38年度比

穀類
米類

小麦類

その他の穀類

いも類

砂糖類

油脂類

豆類

大豆、大豆製品
その他の豆類

緑黄色野菜

その他の野菜・茸類

果実類
海草類

魚介類
生物
乾物

獣鳥鯨肉類

卵類

乳類

生乳
乳製品

第6表 食品群別摂取量の推移（非農家世帯）　　　　（単位＝グラム）

　　年次

　　食品群別 32年　　　34年　　　36年　　　38年　　　40年　　　対38年度比

穀類
米類

小麦類

その他の穀類

いも類

砂糖類

油脂類

豆類

大豆、大豆製品
その他の豆類

緑黄色野菜

その他の野菜・茸類

果実類
海草類

動物性食品
魚介類
獣鳥鯨肉類

卵類

生乳
乳製品
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（3）　世帯業態細分別　

　農家,非農家を更に細分した世帯業態別の食品摂取状況を全国平均摂取量と比較してみると次のとおり

である。

（イ）農家世帯

・専業農家世帯　

米,その他の穀類,いも類の摂取量が,全業態中で最も多く,一方,生魚,肉,卵等の食品は少ないな

ど，他の農家世帯に比べて自家生産物の依存度が最も高いことを示している。

・常用勤労者のいる兼業農家世帯

米,いも類等の食品は農家世帯の中で最も少なく,菓子,油脂類,畜産食品などの摂取量は多いなど,

非農家的な性格を示している。

・その他の兼業農家世帯

小麦，砂糖類，油脂類等の摂取量は最も低いが，果実類と生魚は最も多く摂取しておりその他の食品は

前二者のほぼ中間である。

（ロ）非農家世帯

第7表 業態別純食品摂取量比率　（全国＝100）　40年5月

　　年次

　　食品群別 専業農家世帯　　常用勤労者のいる兼業農家世帯　　その他の兼業農家世帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自営業世帯　常用勤労者世帯　日雇労働者世帯

穀類
米

小麦
その他

いも類

砂糖

菓子

油脂

種実
豆
大豆
その他
緑黄色野菜
その他野菜
果実
海草
調味,飲料
魚介
生
乾
肉
卵
乳
生
乳製品
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・常用勤労者世帯　米，いも類の摂取が少なく，小麦，果実類，油脂類，畜産食品の摂取量が他の業態

を上回り，食糧消費の内容は全業態中，最も上位にあるといえる。また自営業世帯は，ほとんどの食品に

ついて，常用勤労者世帯に比べて若干下回る程度の摂取を示しているが，日雇労働者世帯は，全体的に専

業農家世帯に類似した特徴を示しており，食糧消費水準は全業態中，最も低い水準にある。

（3）　支出階層別食品摂取量

　全国の世帯をその家計上の現金支出額（1人1ヵ月当り）により，5,000円未満，5,000円～9,999円，

10,000円～14,999円,15,000円～19,999円，20,000円以上の5階層に分けた。（以下これを第Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,

Ⅳ,Ⅴ階層という。）各階層別の食品摂取量について全国平均を100として比較してみると，第2図のとお

りで，第Ⅰ階層は，米以外のすべての食品が全国平均を大幅に下回っている。第Ⅱ階層は，油脂類及び肉

，牛乳等の畜産食品が全国平均を若干下回るが，その他の食品については，全国平均とほぼ一致した摂取

　　　　　　　　　第2図　支出階層別・食品群別摂取状況比較（全国平均＝100）

米　魚　油脂　小麦　卵　牛乳　肉　牛乳（生）　魚（生）　

果実　その他野菜　緑黄色野菜　いも類　

（支出階層）　　　（支出階層）　

水準を示している。また，支出水準の上昇に比例して，ほとんどの食品は増加するが，米だけは例外的に

支出の上昇に逆比例して減少を示す。なお，いも類と緑黄色野莱は，支出水準にあまり影響されず，平均

的な摂取がなされている。上昇率の最も大きい食品は牛乳であり，次いで肉類，果実類,油脂類となって

いる。小麦，魚（生）およびその他の野菜類は上昇度は小さいが，頭打ちの傾向はみえない。卵類は第Ⅳ

階層までは上昇を示す。

（4）　地域ブロック別食品摂取量

　食糧の生産，流通または所得水準はかなりの地域差があるので，食生活も当然その影響をうけることに

なる。

　昭和40年度調査成績について，七大都市，人口10万以上の市，その他の市，郡部の別に集計を行なった

が，市郡別の食糧消費水準について次のような結果が得られた。

1）大都市ほど畜産食品,油脂類,小麦，果実類の摂取が最も多く,米類の摂取が少ないなどの特徴を示

しており，七大都市の食糧消費内容が最も高い水準にある。

2）人口10万以上の市の食糧消費水準は全国平均に比べてかなり上回っているが,その他の市では,畜産

食品，油脂類，果実類等は全国平均を下回っている。

3）郡部が全国平均を上回って摂取している食品は,米,緑黄色野菜,いも類だけであり,その他の食品
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はすべて全国平均を相当下回るなど、七大都市に比べて食糧消費水準には大きな差がみとめられる。

4） 市郡別に比較して摂取差の特に大きい食品は肉類であり、次いで果実類,牛乳,小麦,油脂類の順と

なっている。また，米と緑黄色野菜については，他の食品と逆の傾向を示しており,大都市ほど摂取量は

少ない結果となっている。

　　　　　　　　　　　第3図　地域別食品摂取状況比較（全国平均＝100）

　　　　　　　肉　牛乳（生）小麦　油脂　卵　魚　米　

　　　　　　　米　魚（生）　油脂　卵　牛乳（生）　小麦　肉　

　　　　　　　緑黄色野菜　いも類　その他野菜　果実　

　　　七大都市　10万以上の市　その他の市　郡部　　　七大都市　10万以上の市　その他の市　郡部

B　栄養摂取量

国民栄養調査は,昭和38年度までは年4回実施され,年平均1人1日当り栄養摂取量が算出されていた

のであるが，39年度調査からは年1回（5月実施）となり，更に栄養価算定に使用する食品成分表が従来

用いたものとかなり内容が異なる三訂日本食品標準成分表を使用しているので，年次推移の比較に当って

はその点考慮する必要がある。なお38年度以前の年次推移は各年次とも5月成績によって記述した。

1.　全国平均1人1日当り栄養摂取量

昭和40年度の栄養摂取量を,昭和38年に厚生省栄養審議会が厚生大臣に答申した日本人の望ましい栄養

摂取の目標値と比較すると第4図のとおりで，熱量，蛋白質，脂肪は目標値にかなり近づいているが,カ

ルシウムとビタミン類はかなり下回っている。とくにピタミン類については調理による損耗を考慮した場

合，不足の状態にある。

（1）　熱量

熱量の摂取量は,2,184カロリーであり,昭和38年5月に比べて4.5％増となっているが,これは,昭

和39年度調査から使用している日本食品標準成分表の分析値の変動,特に穀類のカロリー値が旧成分表の

分析値に比べてかなり高くなっていることの影響によるものである。

　年次別の摂取推移は,特に目立った増減は見られない。


